
7 議会だより

【議案第54号】
令和６年度七尾市一般会計予算
◆空き家等対策推進事業費について

問老朽危険空き家等の解体補助と公費解体制度は重複しないのか。
答目的が異なるため重複しない。今回の地震においては半壊以上の家屋
を公費解体制度等で対応し、半壊に満たないものは老朽危険空き家
等の解体補助で対応する。

◆危険ブロック塀等除去促進事業費について
問危険ブロック塀等の除却費用の補助制度において、倒壊したブロック
塀は対象とならないのか。
答対象とならない。なお、倒壊した塀などのブロックは災害廃棄物として
受け入れている。

【議案第84号】
「指定管理者の指定について」の議決の一部変更について
◆国民宿舎能登小牧台、なかじま猿田彦温泉いやしの湯、小牧テニスコートの指定管理期間を「令和９年３月３１日まで」から「令和６年３月３１日まで」
とすることについて

問これらの施設は地域にとって必要な施設である。今後の見通しと計画はどのようなものとなるか。
答現在の指定管理者から、利用料金制のため現状では運営は困難であると相談があり、3月末で指定管理を終了することとなった。今後は、地震による建
物の被害について調査を行い、その結果により運営について検討を行う。テニスコートは県と協議し道路の迂回路として利用しており、現在利用はでき
ない。
問いやしの湯だけでも先に再開はできないのか。
答施設の被害状況と指定管理を受ける団体がいるのかどうかを含めて再開の可否をお知らせしたい。

主な審議内容
【議案第96号】
令和６年度七尾市一般会計補正予算（第１号）
◆仮設店舗建設事業費について

問仮設店舗の建設場所に一本杉通りを選定した理由は何か。
答七尾市内の商店街などに確認を行った結果、６店舗の出店希望があ
り、うち４店舗が一本杉通りを含む市内中心部の店舗であったため。
問支援活動で県外からたくさんの方にきていただいている。和倉温泉の
総湯が３月２６日に再開することもあり、駐車場や温泉・飲食など復興
に効果的な場所の選定をしていただきたいと思うがいかがか。
答現在、和倉温泉には約500人の復興支援者が宿泊していると聞く。和
倉温泉商店連盟やＪＣの方々には和倉温泉に仮設店舗を設置したいと
いう考えがあり、話がまとまれば支援をしていきたい。

産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

産業建設 分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

【2月会議】
委員会付託　・議案なし
分科会分担　・議案なし

【3月会議】
委員会付託　・議案９件
分科会分担　・議案11件

３月会議３月会議

３月会議

◆◆委委　員員　長／佐藤喜典長／佐藤喜典
◆◆副委員長／瀨戸三代副委員長／瀨戸三代
◆◆委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄 委　　員／山花剛、徳田正則、垣内武司、今田勇雄 

令和5年度11月会議において下記の通り委員会組織を再編しました。

委 員 長　垣内　武司
副委員長　中西　庸介
委　　員　木戸奈諸美
　　　　　佐藤　喜典
　　　　　永崎　　陽
　　　　　今田　勇雄

委 員 長　木戸奈諸美
副委員長　木下美也子
委　　員　西川　英伸
　　　　　髙橋　正浩
　　　　　山崎　智之
　　　　　永崎　　陽 

委 員 長　江曽ゆかり
副委員長　原田　一則
委　　員　和田内和美
　　　　　山添　和良
　　　　　木下　敬夫
　　　　　中西　庸介

委 員 長　佐藤　喜典
副委員長　瀨戸　三代
委　　員　山花　　剛
　　　　　徳田　正則
　　　　　垣内　武司
　　　　　今田　勇雄 

議会運営委員会 総務企画常任委員会 教育民生常任委員会 産業建設常任委員会

委 員 長　垣内　武司
副委員長　中西　庸介
委　　員　議長を除く
　　　　　全議員

委 員 長　山崎　智之
副委員長　木戸奈諸美
委　　員　西川　英伸
　　　　　徳田　正則
　　　　　山添　和良

委 員 長　山添　和良
副委員長　和田内和美
委　　員　木下美也子
　　　　　江曽ゆかり
　　　　　山花　　剛

委 員 長　西川　英伸
副委員長　瀨戸　三代
委　　員　原田　一則
　　　　　髙橋　正浩
　　　　　佐藤　喜典
　　　　　中西　庸介
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